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６月定例会

７月７日、七夕の会が行われまし
た。年長組の短冊には、「さかあが
りができるように」「とびばこがと
べるように」といった思い思いの目
標が書かれていました。みんなの目
標がかなうといいですね。

認定こども園 榎の木認定こども園 榎の木
七夕の会七夕の会

第25回市民との意見交換会
地域のまちづくりなど活発な議論……P 2

ねがいごと　かなうといいな
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報告書はこちらから
ご覧になれます
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第
25
回
市
民
と
の
意
見
交
換
会

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
活
発
な
議
論

市
民
意
見
を
議
会
活
動
に

活発な意見交換が行われました（東山地区）

第
25
回
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
、
令
和
４
年
５
月

８
日
か
ら
15
日
ま
で
市
内
15
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

前
回
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
課
題
や
提
言
な
ど
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
様
々

な
課
題
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た

参
加
人
数
が
制
限
さ
れ

た
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
会
場
か
ら
は
、

市
政
や
議
会
に
つ
い
て

様
々
な
ご
意
見
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

鳥
獣
被
害
対
策
、
少
子
化

に
よ
る
学
校
統
合
、
冬
季

の
通
学
支
援
な
ど
地
区
特

住
民
と
地
域
の
課
題
を
共
有

有
の
課
題
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
（
左
表
参
照
）。
議

会
で
は
、「
市
民
と
の
意

見
交
換
会
総
括
会
議
」
を

開
催
し
議
会
内
で
の
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
開
催
結

果
に
つ
い
て
は
、
地
区
別

の
報
告
書
を
市
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
た
各
会
場

な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

議
会
と
し
て
市
民

の
質
問
、
疑
問
に

答
え
ま
す

市
の
取
組
に
関
す
る
質

問
に
対
し
て
は
、
議
会
と

し
て
で
き
る
限
り
説
明
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
で

お
答
え
で
き
な
い
場
合
で

も
、
後
日
調
査
し
報
告
す

る
事
後
処
理
報
告
（
３
ペ

ー
ジ
中
段
参
照
）
と
い
う

形
で
取
り
ま
と
め
公
表
い

た
し
ま
す
。

市
政
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
際
の
参
考
と

し
ま
す

今
回
い
た
だ
い
た
意
見

等
は
、
広
報
広
聴
委
員
会

で
市
の
政
策
分
野
別
に
整

理
し
、
所
管
の
各
委
員
会

に
送
付
さ
れ
、
議
案
審
査

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議
会
の
政
策
づ
く

り
に
生
か
し
ま
す

議
会
で
は
、
各
分
科
会

に
分
か
れ
て
、
市
民
意
見

を
起
点
と
し
て
政
策
課
題

を
設
定
し
、
調
査
研
究
を

行
い
、
政
策
立
案
、
政
策

提
言
に
つ
な
げ
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ

た
貴
重
な
ご
意
見
も
、
今

後
の
議
会
の
政
策
づ
く
り

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
と
と
も
に
歩

む
議
会
を
目
指
し

て
い
ま
す

意
見
交
換
後
に
お
願
い

し
た
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
多
く
の
会
場
か
ら

有
意
義
な
意
見
交
換
会
で

あ
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。



事後処理報告事例

飯盛１号公園は芝生のためブランコの下が削れてくぼんでお
り、どう対応したらよいか教えてほしい。（一箕地区会場）

行仁小学校の建てかえにより、北側歩道が今年の冬、凍って
危険であった。どこに連絡すればよいのか。（行仁地区会場）

現地を確認するとともに、
担当課より、地区と協議
し改修していくとの回答
を得ました。

現状の環境変化を確認す
るとともに、担当課より、
登下校前の除雪を検討し
たいとの回答を得ました。

会場アンケートの一部を紹介します

参加者
の声

選挙の時だけ大戸
に来るのではなく、
常に目を向けて要
望等を聞くように
してほしい。

（大戸地区会場）
本日出た意見を
議会に反映して
ください。

（湊地区会場）

今回初めて参加した。
わかりやすく説明して
もらい良かった。次回
も参加したい。

（町北・高野地区会場）

前回の意見交換会の報告もあ
るので、とても誠実だと受け
止めました。（東山地区会場）

幅広い意見が聞けて良かった。
時間が短く残念。（城西地区会場） 

ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

皆
さ
ま
か
ら
、
ご
忌き

憚た
ん

の

な
い
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
有

意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
ま

し
た
こ
と
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
市
政
に
反
映
す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第25回市民との意見交換会地区別開催状況
開催日 地区名 参加人数 意 見 交 換 さ れ た 主 な 内 容
５月８日 謹　教 ８人 ごみ対策、歩道除雪、町内会役員等のなり手不足などの課題。

５月９日 一　箕 ９人 除排雪の課題（雪溜め場、雪捨て場）。飯盛１号公園の維持管理。
門　田 ５人 鳥獣被害対策。コロナ禍における地域活動の在り方（子供会、夏祭り等）。

５月10日
湊 11人 小中学校の学区や通学、農業支援、鳥獣被害対策などの課題。
神　指 ４人 空家対策、ごみ分別などの課題。
東　山 10人 地域づくり活動の担い手の問題（人材育成）。公園・緑地の維持管理。

５月11日
町北・高野 ４人 市道幹Ⅰ－６号線など駅西整備や今後の駅前整備の課題。
大　戸 13人 鳥獣被害対策。魅力ある学校づくり。特色ある地域づくりの取組。
河　東 ７人 農業支援（米価下落）。市営住宅の空家問題。保育所と幼稚園の統合の進捗状況。

５月12日 城　北 ４人 除雪対応。防災対策備品の配備。
日　新 ４人 猫への餌まき。通学路の安全対策。民生委員の任命等。災害時の対応。

５月13日 城　西 12人 今年の除雪対応に対する課題。デジタル社会への危惧。観光施策。

５月14日 鶴　城 14人 旧県立病院跡地の利活用。公共施設老朽化への対応。自転車専用道の安全確保。
北会津 ４人 道路や河川の整備。冬季間の通学支援の在り方。コロナ関連情報提供の在り方。

５月15日 行　仁 ６人 行仁小学校整備に伴う課題（北側歩道氷結、こどもクラブ駐車場出入口の渋滞）。

　
一
方
、
意
見
交
換
会
に

つ
い
て
は
、
も
っ
と
参
加

で
き
る
人
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
、
意
見
交
換
の
時

間
が
足
り
な
い
、
と
い
っ

た
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
議

会
へ
の
期
待
も
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
十
分
な
意
見
交
換
が
で

き
る
よ
う
、
更
に
よ
り
よ

い
運
営
等
を
工
夫
し
な
が

ら
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
続
け
ら
れ
る
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
回
の
市
民
と
の
意
見

交
換
会
は
、
11
月
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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賛
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一
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審
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結

果

討
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・
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見
書
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般

質

問

定
例
会
以
外
の

議

会

活

動

意
見
交
換
会

議長　清川 雅史



議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

議案第41号
令和４年度
一般会計
補正予算

（第３号）

６月定例会日程
６月９日（木）
	 招集日
	 本会議（提案理由説明）
　　13日(月)、14日(火)、15日(水)
	 本会議（一般質問）
　　16日（木）
	 本会議（総括質疑）
	 予算決算委員会
　　17日（金）
	 文教厚生委員会・建設委員会
	 予算決算委員会第2・第4分科会
　　20日（月）
	 総務委員会・産業経済委員会
	 予算決算委員会第1・第3分科会
　　22日（水）
	 予算決算委員会
　　24日（金）
	 最終本会議（委員会審査報告~表決）

①
原
田　
俊
広 

議
員

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
寄

附
金
基
金
繰
入
金
ほ

か
（
令
和
４
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
）

②
斎
藤　
基
雄 

議
員

・
会
津
若
松
市
地
方
活

力
向
上
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
及
び
不
均
一

課
税
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

③
譲
矢　
隆 

議
員

・
監
査
の
結
果
報
告
に

つ
い
て

総
括
質
疑
を
行
っ
た
議
員
名
と
項
目

総
括
質
疑
を
行
っ
た
議
員
名
と
項
目

①
斎
藤　
基
雄 

議
員

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
金
給
付

事
業
費
（
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予

算
）

②
譲
矢　
隆 

議
員

・
市
産
米
粉
消
費
拡
大

緊
急
対
策
事
業
費

（
令
和
４
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
）

追
加
提
案
さ
れ
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

発
信
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
具
体
例
は

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
推
進
事
業
費

4

問　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
お

い
て
発
信
す
る
本
市
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
の
具

体
例
に
つ
い
て
伺
う
。

　
会
津
若
松
＋プ

ラ
スと

い
う

都
市
Ｏ
Ｓ
と
連
携
し
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
、
例
え
ば

「
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
■

でde
ち
ゃ
チ

ャ
ッ
ト
問
い
合
わ
せ
サ
ー

ビ
ス
」
や
除
雪
車
ナ
ビ
な

ど
を
提
供
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
と

と
も
に
、
こ
う
し
た
仕
組

み
を
地
元
の
企
業
と
ス
マ

６月定例会のあらまし６月定例会のあらまし

６月定例会

令和４年度一般会計補正予算などを可決
～商業地域活性化事業費などを議論～

　６月定例会は、６月９日から24日までの16日間の会期で開かれました。
　今定例会では、令和４年度一般会計補正予算や条例改正の議案等が提出されました。これら
については、本会議での総括質疑後、予算に係る議案は予算決算委員会へ、また、条例改正等
の議案や請願、陳情は総務、文教厚生、産業経済、建設の各委員会に付託され、審査が行われ
ました。
　今定例会に提出された議案等とその審議結果は８ページのとおりです。
　なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、17名の議員が質問を行いました。

【
事
業
目
的
・
概
要
】

令
和
４
年
12
月
に
本
市
等
で
開
催
さ
れ
る
第
４
回
日
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ハ
イ
レ
ベ

ル
会
合
の
開
催
に
要
す
る
経
費
、
及
び
市
外
企
業
と
地
元

企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
先
端

サ
ー
ビ
ス
の
実
装
化
事
業
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
を
予

算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
事
業
費
の
内
訳
】

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
国
際
会
議
地
域
情
報

発
信
等
事
業
委
託
料�

１
４
９
７
万
９
千
円

地
域
課
題
解
決
型
先
端
サ
ー
ビ
ス
実
装
化
支
援
事
業
補

助
金�

２
千
万
円

意
見
交
換
会

賛

否
一
覧

審

議

結

果

討
論
・
意
見
書

一
般

質

問

定
例
会
以
外
の

議

会

活

動

議
案
等
の
審
査
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ー
ト
シ
テ
ィ
Ａア

ｉイ

Ｃク

Ｔト

の

入
居
企
業
が
連
携
し
て
構

築
し
、
運
用
し
て
い
る
点

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
会
議
を
と
お
し
て
、

市
民
や
企
業
に
も
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
取
組
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る

よ
う
、
分
か
り
や
す
く
丁

寧
に
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

問　
地
域
課
題
解
決
型
先

端
サ
ー
ビ
ス
実
装
化
支
援

事
業
補
助
金
と
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
の
取
組
と
当
該

補
助
金
は
並
行
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

当
該
補
助
金
は
地
元
の
企

業
や
団
体
と
、
市
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
に
進
出

し
た
企
業
が
連
携
し
て
、

地
域
の
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
、
先
端
サ
ー
ビ
ス
を

使
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ

と
を
支
援
す
る
も
の
で
あ

り
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
推
進
交
付
金
へ

申
請
し
た
６
分
野
以
外
の

取
組
や
、
こ
れ
ま
で
の
提

案
に
な
い
新
し
い
視
点
で

の
取
組
な
ど
へ
の
支
援
も

想
定
し
て
い
ま
す
。

問　
地
域
課
題
解
決
型
先

端
サ
ー
ビ
ス
実
装
化
支
援

事
業
補
助
金
の
効
果
の
検

証
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

包
括
連
携
協
議
会
に
お
い

て
、
地
元
企
業
を
中
心
に

事
業
検
証
会
議
を
組
織
し

て
お
り
、
当
該
会
議
に
お

い
て
具
体
的
な
事
業
の
状

況
を
評
価
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
課
題
解
決
型
先
端
サ

ー
ビ
ス
実
装
化
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
も
、
同
様
の

枠
組
み
の
中
で
評
価
を
行

い
、
効
果
を
検
証
し
て
い

く
考
え
で
す
。

事
業
補
助
金
の
効
果
の
検
証
は

議案第47号
令和４年度
一般会計
補正予算

（第４号）

事
業
主
体
者
の
事
業
費
積
算
内
容
は

商
業
地
域
活
性
化
事
業
費

問　
事
業
主
体
で
あ
る
会

津
若
松
商
工
会
議
所
が
積

算
し
て
い
る
委
託
費
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
委
託
費
の
内
訳
と
し

て
、
商
品
券
引
換
初
日
や

週
末
に
お
け
る
引
換
場
所

の
混
雑
へ
の
対
応
に
必
要

な
５
日
分
の
駐
車
場
の
警

備
に
係
る
経
費
と
し
て
20

万
円
を
、
ま
た
、
商
品
券

引
換
期
間
中
に
お
け
る
引

換
場
所
か
ら
金
融
機
関
へ

の
安
全
な
現
金
輸
送
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
14

日
分
の
経
費
と
し
て
80
万

円
を
、
さ
ら
に
、
印
刷
さ

れ
た
商
品
券
の
検
品
作
業

に
係
る
経
費
と
し
て
２
４

０
万
円
の
合
計
３
４
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
過
去
の
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
に
お
い
て

は
、
商
品
券
の
検
品
を
会

津
若
松
商
工
会
議
所
が
直

営
に
よ
り
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
事

業
規
模
の
拡
大
に
よ
り
直

営
で
の
対
応
が
困
難
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
般
、
商

【
事
業
目
的
・
概
要
】

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
低
下
が
予
想
さ
れ

る
地
域
内
の
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
追
加
発
行
す
る
た
め
、
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
事
業
費
の
内
訳
】

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
補
助
金�

８
６
４
８
万
円

品
券
の
検
品
に
係
る
経
費

を
新
た
に
委
託
費
と
し
て

計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
の
事
業
費
に
係
る
経

費
の
、
更
な
る
精
査
の
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
財
源
は
貴
重
な
税
金

で
あ
る
と
意
識
し
て
事
業

費
を
精
査
し
た
つ
も
り
で

す
が
、
今
後
の
事
業
執
行

に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
厳

し
い
視
点
で
精
査
し
て
い

き
ま
す
。

別掲（要望的意見）
プレミアム商品券事業補助金に係る事業費の精

査について
プレミアム商品券事業補助金は、原油価格や物

価の高騰により、低下が予想される地域内の消費
喚起を目的としており、今般の補正予算により事
業規模を拡大しようとする趣旨については理解す
るものであるが、質疑に対する答弁からは、会津
若松商工会議所が積算した事業費に対して執行機
関においてどのような精査がなされたのかが明確
とならず、事業費の十分な精査について疑義が残
るものであることから、プレミアム商品券事業補
助金の事業執行に当たっては、特に商品券の検品
に係る経費を含む委託費をはじめとした事業費に
ついて十分に精査した上で、市としても円滑な事
業の執行を支援するよう要望するものである。

※
ま
た
、
本
案
に
つ
い
て
、

予
算
決
算
委
員
会
第
3
分

科
会
に
お
い
て
委
員
間
討

議
が
行
わ
れ
、「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
補
助
金

の
事
業
執
行
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
費
の
更
な
る
精

査
を
重
ね
る
べ
き
で
あ
る
」

と
の
分
科
会
と
し
て
の
合

意
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
別
掲
の
と
お

り
、
要
望
的
意
見
を
と
り

ま
と
め
、
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。 
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学
校
給
食
食
材
の
現
物
支
給
の
効
果
は

問　
学
校
給
食
食
材
購
入

費
に
係
る
食
材
費
高
騰
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
価
格
が
約
67
・
５
％

上
昇
し
て
い
る
食
用
油
を

は
じ
め
、
各
種
食
材
の
価

格
が
急
激
に
高
騰
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

問　
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
増
加
の
抑
制
手
法

と
し
て
、
食
材
の
現
物
支

給
と
す
る
こ
と
の
理
由
に

つ
い
て
伺
う
。

　
補
助
金
と
し
て
交
付

す
る
場
合
は
、
補
助
金
交

付
要
綱
の
制
定
や
、
補
助

金
交
付
に
係
る
事
務
手
続

き
等
に
一
定
程
度
の
時
間

を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
今
回
、
給
食
食
材
費

の
急
激
な
高
騰
に
対
し
、

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に

現
物
支
給
と
し
ま
し
た
。

問　
本
事
業
に
よ
る
保
護

者
負
担
の
抑
制
額
に
つ
い

て
伺
う
。

　
本
事
業
に
よ
り
小
学

生
１
人
あ
た
り
１
３
４
９

円
、
中
学
生
１
人
あ
た
り

１
６
２
４
円
、
幼
稚
園
児

１
人
あ
た
り
１
４
６
８
円

の
負
担
抑
制
に
な
る
と
試

算
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
食
材
購
入
費

【
事
業
目
的
・
概
要
】

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
急
激
に
高
騰
し
て
い
る
学

校
給
食
の
食
材
の
一
部
を
現
物
支
給
す
る
こ
と
で
、
円
滑

な
学
校
給
食
の
実
施
を
図
る
た
め
予
算
措
置
す
る
も
の
で

す
。

【
事
業
費
の
内
訳
】

需
用
費
（
食
材
費
）�
１
３
７
３
万
９
千
円

議案第45号
会津若松市

国民健康保険
税条例の

一部を改正
する条例

議案第46号
会津若松市

農村環境改善
施設条例の
一部を改正
する条例

条
例
改
正
に
よ
る
事
業
へ
の
効
果
は

公
募
し
な
い
こ
と
の
有
効
性
は

問　
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
事

業
へ
の
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

　
課
税
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
高

所
得
者
層
か
ら
の
増
収
が

見
込
ま
れ
、
低
所
得
者
層

や
中
間
所
得
者
層
の
負
担

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定

的
な
運
営
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問　
国
民
健
康
保
険
事
業

に
お
け
る
担
税
能
力
に
応

じ
た
負
担
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。

問　
公
募
に
よ
ら
ず
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
候
補
者
の
選
定
を
行

う
こ
と
の
有
効
性
に
つ
い

て
伺
う
。

　
公
募
に
よ
ら
ず
、
地

域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
組
織
を
指
定
管

理
者
候
補
者
と
し
て
選
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設

の
設
置
目
的
で
あ
る
農
村

地
域
の
活
性
化
、
地
域
が

主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
及
び
施
設
の
更

な
る
有
効
活
用
が
図
ら
れ

る
点
に
お
い
て
有
効
と
認

識
し
て
い
ま
す
。 

問　
応
募
意
向
が
あ
る
団

　
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
医
療
給
付
費
が
増
加
し

て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
の
構
築
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
段
階
的
に
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
て
き
た
経
過
に
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
低
所

得
者
層
に
対
す
る
税
の
軽

減
措
置
や
、
未
就
学
児
に

係
る
均
等
割
額
の
軽
減
措

置
の
導
入
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

方
へ
の
減
免
な
ど
、
担
税

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
図

っ
て
い
ま
す
。

体
が
応
募
機
会
を
失
う
可

能
性
が
あ
る
こ
と
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
伺
う
。

　
指
定
管
理
者
の
指
定

期
間
は
４
年
間
で
あ
り
ま

す
が
、
指
定
管
理
者
候
補

者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は

非
公
募
を
前
提
と
す
る
の

で
は
な
く
、
指
定
管
理
者

候
補
者
選
定
の
都
度
、
公

募
の
必
要
性
を
判
断
し
て

い
く
考
え
で
す
。

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】

担
税
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
税
（
基
礎
課
税
分
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
）
の
課

税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】

会
津
若
松
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
に
当
た
り
、
通
常
の
公
募
を
行
う
手
続
き
に

よ
ら
ず
、
同
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
候
補
者
の
選
定
を

行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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案件 請願・陳情内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

請願第２号
消費税インボイス制
度の実施中止を求め
ることについて

（請願者）
会津若松民主商工会　
会長 田勢 元喜さん

（紹介議員）
松崎 新議員
他１名

　消費税インボイス制
度の実施を中止するこ
とについて、関係機関
に働きかけてほしい

　総務委員会の審査において、一部の委員より
賛否の意見がありました。
反対意見
　インボイス制度の導入による免税事業者への
影響を踏まえた対応を考えていかなければなら
ないところではあるが、税金は適正な納税が求
められており、インボイス制度のような適正な
消費税額を記載する書類により明細をはっきり
させるべきであると考えることから、本請願に
反対する。
賛成意見
　インボイス制度が導入されることにより、こ
れまで免税事業者であった多くの事業者が影響
を受けることとなるが、導入に当たっての課題
が多く、さらに周知も不十分であると考えるこ
とから、願意の趣旨は当然と考え、本請願に賛
成する。

【審査結果】
　本請願については、賛成少数をもって不採択
とすべきものと決められました。

不採択

陳情第２号
開口式防火水槽の修
繕等について

（陳情者）
崎川町内会
区長 瀧田 福一さん

　開口式防火水槽につ
いて蓋を設置すること
など、４点について特
段の措置を講じてほし
い。

文教厚生委員会の審査において、陳情に係る
防火水槽の必要性及び維持管理の在り方を論点
とし、委員間討議が行われ、「湊地区は防火水槽
の必要性が高い地域であることから、市は町内
会、常備消防、消防団等の関係者と十分に協議
し、機能維持及び安全対策について適切な措置
を講じる必要がある。なお、防火水槽の管理の
在り方については、市全体に共通する課題であ
り、市は適切な施策を講じるべきである」との
委員会としての共通認識に至りました。

【審査結果】
　本陳情については、願意の趣旨当然と認めら
れることから採択すべきものと決められました。

採択

陳情第３号　湊町大
字静潟地内市道の補
修等について

（陳情者）
陳情第２号と同じ

　市道幹Ⅱ－21号線に
おけるガードレールの
破損箇所を修繕するこ
となど、６点について
特段の措置を講じてほ
しい。

　建設委員会の審査において、陳情内容の一部
は既に市による補修などの対応が行われてお
り、他の陳情箇所についても、市が今年度以降
対応していく考えであることが確認されたこと
から、「陳情第３号及び同第４号については、
市の考えについて陳情者に説明し、改めて陳情
者の意向を確認する必要がある」との共通認識
に至りました。

【審査結果】
　本陳情につきましては、更に慎重に審査を進
めていく必要があることから、議会閉会中の継
続審査とすべきものと決められました。

継続審査
陳情第４号　市道湊
３－28号線におけ
る視距の改良につい
て

（陳情者）
陳情第２号と同じ

　次の事項について、
特段の措置を講じてほ
しい。
１　市道湊３－28号線
における曲線部の法面
を防草化すること。
２　市道湊３－28号線
における樹木の枝払い
を行うこと。

６月定例会で審査された請願、陳情の審査
の経過と結果をお知らせします。

あいづわかまつ広報議会　 4．8．17
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６月定例会に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

 意 見 書 案（２件）

2
被災児童生徒就学支援等事
業の継続及び被災した児童
・生徒への十分な就学支援
について

3 地方財政の充実・強化につ
いて

原案のとおり可決。なお、この
具現化を図るため、関係行政庁
等へ意見書を送付しました。

請願・陳情（４件）

請願
2

消費税インボイス制度の実
施中止を求めることについ
て
（会津若松民主商工会 会長 
田勢 元喜さん）
・紹介議員～松崎 新議員
他１名

不採択

陳情
2

開口式防火水槽の修繕等に
ついて
（崎川町内会 区長 瀧田福
一さん、以下陳情第３号、
同第４号も同じ）

採択

3 湊町大字静潟地内市道の補
修等について

4 市道湊３－28号線におけ
る視距の改良について

以上、継続審査

番号 件　　　　　名
議　　　案（12件）

36 会津若松市議会基本条例の
一部を改正する条例

37
会津若松市議会定例会に関
する条例の一部を改正する
条例

38 会津若松市議会会議規則の
一部を改正する規則

39
会津若松市議会参考人等の
実費弁償に関する条例の一
部を改正する条例

40 市長の専決処分事項の指定
について

41 令和４年度会津若松市一般
会計補正予算（第３号）

42 会津若松市税条例等の一部
を改正する条例

43

会津若松市地方活力向上地
域における固定資産税の課
税免除及び不均一課税に関
する条例の一部を改正する
条例

44
会津若松市支所及び市民セ
ンター設置条例の一部を改
正する条例

45 会津若松市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例

番号 件　　　　　名

46
会津若松市農村環境改善施
設条例の一部を改正する条
例

47 令和４年度会津若松市一般
会計補正予算（第４号）

以上、原案のとおり可決
報　　　告（５件）

5 監査の結果報告について

6
令和３年度会津若松市一般
会計繰越明許費繰越計算書
について

7
令和３年度会津若松市水道
事業会計予算繰越計算書に
ついて

8
令和３年度会津若松市下水
道事業会計予算繰越計算書
について

9
令和３年度会津若松市国民
健康保険特別会計繰越明許
費繰越計算書について
承　　　認（１件）

1
公平委員会委員の選任につ
いて
小池　達哉さん（東栄町）

同意

※アミかけ部分が採決で賛否が分かれた案件です。
※アミかけ以外は全会一致による可決や採択等を表しています。

令和４年６月定例会の議決結果　　  

会派名　　　
議員名

議案等名
議決結果 反

対:
 

賛
成

市民クラブ フォーラム会津 創風あいづ みらい 社民フォ 共産 公明党 社 夢
髙
橋

　
義
人

小
倉
孝
太
郎

清
川

　
雅
史

戸
川

　
稔
朗

石
田

　
典
男

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

　
雄
一

中
島

　
好
路

渡
部

　
　
認

吉
田

　
恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

目
黒
章
三
郎

小
畑

　
　
匠

後
藤

　
守
江

大
竹

　
俊
哉

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

　
俊
広

斎
藤

　
基
雄

奥
脇

　
康
夫

大
山

　
享
子

譲
矢

　
　
隆

成
田

　
芳
雄

意見書案第３号
地方財政の充実・強化
について

原案可決 23：2
　
○　

　
○　

　
－　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
●　

　
●
討

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

請願第２号
消費税インボイス制度
の実施中止を求めるこ
とについて

不採択 6：19 ●●－●●●
　
●
討
●●●●●●●●●●○○○

　
○
討
○●●○●

陳情第２号
開口式防火水槽の修繕
等について

採択 24：1 ○○－○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　みらい⇒みらいの会　社民フォ⇒社民フォーラム　共産⇒日本共産党会津若松市議団
　　　　　　　　　　　　　　　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

意
見
交
換
会

議
案
等
の
審
査

討
論
・
意
見
書

一
般

質

問

定
例
会
以
外
の

議

会

活

動

賛

否
一
覧

審

議

結

果
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請願第２号　消費税インボイス制度の実施中止を求めることについて

賛成
　原田 俊広 議員
この請願は、令和５年10月から導入されるインボイス（適格請求書保管）制度の実
施中止を求める請願であるが、インボイスが導入されると、消費税を納めていない小規

模の免税事業者は大きな増税となるだけでなく、取引から外される可能性もあるなど大きな問題
がある制度である。願意の趣旨は当然であり賛成する。

請願第２号　消費税インボイス制度の実施中止を求めることについて

反対
　長郷 潤一郎 議員
現在の消費税は、複数の税率制度や免税事業者制度などがあることから、納税の仕組
みが複雑化している。インボイス制度は納税履歴の適格請求書の保存制度で、納税の不

正防止や複雑な計算ミスを無くし、適正で透明性のある納税にするために必要な制度であること
から、インボイス制度の実施中止を求める本請願に反対する。

意見書案第４号　地方財政の充実・強化について

反対
　斎藤　基雄 議員
意見書案には、新型コロナウイルス感染症の影響も踏まえた固定資産税の軽減を令和
４年度で終了することを求める一項がある。

しかし、これに伴う地方減収分は、国が新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交
付金により全額補填することになっている。終了要請は、住民負担増に繋がるものであり反対す
る。

　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反対
かの自己の意見を表明することをいいます。なお、６月定例会で
討論があったものすべてを掲載しています。

本市では、討論に先立ち議員間討議を位置付け、議論の経過を
含めた説明責任を適切に果たすこととしています。

意
見
交
換
会

議
案
等
の
審
査

賛

否
一
覧

審

議

結

果

一
般

質

問

定
例
会
以
外
の

議

会

活

動

討
論
・
意
見
書

地方財政の充実・強化について（抜粋）
１　社会保障の維持・確保、防災、脱炭素
化対策、地域活性化に向けた取組、デジ
タル化対策等、増大する地方自治体の財
政需要を的確に把握し、これに見合う十
分な地方一般財源総額の確保を図ること。
２　社会保障分野について、急増する社会
保障ニーズに対応するための地方自治体
における地方単独事業分も含めた十分な
社会保障関連経費の拡充を図ること。ま
た、社会保障分野を支える人材確保に向
けた地方自治体の取組を十分に支える財
政措置を講じること。

３　臨時財政対策債に頼らない自律的な地
方財政を確立すること。

その他６点を含め、内閣総理大臣、内閣
官房長官等関係機関へ意見書を送付しまし
た。

意見書とは、地方自治法第99条に基づき、
地方公共団体の公益に関することに関して、
議会の意思を意見としてまとめた文書です。
議会は、その意見書を国会または関係行政庁
に提出することができます。
今定例会で可決された意見書の内容は、次

のとおりです。

意 見 書

被災児童生徒就学支援等事業の継続及び被
災した児童・生徒への十分な就学支援につ
いて（抜粋）
東日本大震災によって経済的に困窮して
いる家庭の子どもたちの就学・修学を保障
するため、令和５年度においても、全額国
庫負担による被災児童生徒就学支援等事業
を継続し、十分な就学支援に必要な予算確
保を行うことについて、内閣総理大臣、総
務大臣等関係機関へ意見書を送付しました。
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議
案
等
の
審
査

一
般

質

問

定
例
会
以
外
の

議

会

活

動

意
見
交
換
会

賛

否
一
覧

審

議

結

果

討
論
・
意
見
書

一般質問
市の考えを問う分野別目次

◇教育・文化…………Ｐ10
◇行・財政…………… Ｐ11
◇生活・環境…………Ｐ13
◇健康・福祉…………Ｐ13
◇産業・経済…………Ｐ14
◇建設・都市計画……Ｐ15

議会映像配信を行っています
市議会ホームページよりご覧いただけます。

①ライブ映像
定例会および臨時会の本

会議ならびに予算決算委員
会の開催中に、ユーチュー
ブライブにより配信。

②録画映像
定例会および臨時会の閉会から約１カ月

後に、ユーチューブにより配信。

一般質問は、市政全般の事務事業について市の方針をただすものです。
６月定例会の一般質問は、６月13日から15日まで行われ、17名の議員が登壇しました。
その主な内容を、一人一項目とし、分野別に掲載しました。

各議員の名前の下に掲載してある二次元
バーコードから各議員の一般質問の録画映
像にアクセスできます。（スマートフォン用）

６月定例会録画映像の
トップページはこちらから⇒

会議録が閲覧できます
６月定例会の会議録は８月下旬からご覧いた
だけます。
①インターネット上での閲覧
市議会ホームページの会議録検索システム

をご利用ください。

②会議録（印刷したもの）による閲覧
会津図書館、各公民館、議会事務局、市政

情報コーナーに設置してあります。

ここをクリック

※　本会議では、壇上へアクリル板を設置するなど、感染症対策を行っています。

問　
令
和
４
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
市
文
化
財
保
存

地
域
計
画
で
は
、
住
民
・

民
間
団
体
・
文
化
財
部
局

・
庁
内
関
係
部
局
等
が
地

域
総
が
か
り
で
文
化
財
を

守
り
・
活
か
し
・
伝
え
る

体
制
の
構
築
を
図
り
、
文

化
財
の
存
続
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
市
民

協
働
が
推
進
さ
れ
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
市
民
が

参
加
し
や
す
い
仕
組
み
が

あ
り
ま
す
。
文
化
財
の
保

存
・
活
用
に
つ
い
て
も
、

市
民
と
の
協
働
は
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
団
体
や

個
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
市

民
が
積
極
的
に
文
化
財
の

保
存
・
活
用
に
関
わ
る
こ

市
民
が
文
化
財
に
関
わ
る
仕
組
み
を

答   

市
民
協
働
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
く

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

丸
山
　
さ
よ
子 

議
員

教 育 ・ 文 化

と
が
で
き
る
仕
組
み
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

答 　
本
市
に
お
け
る
歴
史

資
源
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
そ
の
保
存
や
活
用

は
幅
広
い
分
野
の
方
々
の

関
わ
り
が
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
庁
内
に
お
け
る
情

報
共
有
や
、
地
域
に
お
け

る
意
見
交
換
を
通
し
て
、

保
存
活
用
に
対
す
る
考
え

方
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、

地
域
と
し
て
で
き
る
こ
と
、

行
政
の
役
割
な
ど
を
整
理

し
、
市
民
協
働
の
在
り
方

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

ま
す
。
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問　
近
年
、
保
護
者
か
ら

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
負
担
が

大
き
い
」
等
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
従
来
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
組
織
を
廃
止
し
、
新

た
な
団
体
を
立
ち
上
げ
て

活
動
す
る
学
校
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
東
京
都
に

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
廃
止
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
の
Ｐ※

Ｔ
Ｏ

を
設
立
し
た
小
学
校
が
あ

り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
、

Ｐ
Ｔ
Ｏ
の
よ
う
な
組
織
を

導
入
す
る
場
合
の
問
題
点

等
も
含
め
た
見
解
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答 　
各
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
お
け
る
課
題
解
決
の

た
め
に
必
要
な
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
の
よ
り
良
い
学
校

生
活
や
健
や
か
な
成
長
を

問　
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
の
途
上
で

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
政
府

の
経
済
政
策
の
失
敗
に
よ

る
生
活
困
難
者
の
増
大
な

ど
、
生
活
の
深
刻
さ
が
増

し
て
い
る
現
在
、
最
優
先

課
題
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

な
ど
で
は
な
く
、
苦
し
さ

を
増
し
て
い
る
市
民
生
活

に
心
を
寄
せ
、
市
民
に
直

接
関
わ
る
福
祉
施
策
の
充

実
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で

あ
り
な
が
ら
深
刻
さ
が
増

大
し
て
い
る
米
作
を
中
心

と
し
た
本
市
の
農
業
振
興

で
あ
り
、
観
光
、
酒
造
業
、

漆
器
な
ど
、
会
津
が
誇
る

地
場
産
業
へ
の
直
接
支
援

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

問　
令
和
４
年
度
か
ら
新

た
に
「
行
財
政
改
革
の
取

組
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

本
市
の
課
題
と
解
決
の
た

め
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答 　
主
な
課
題
は
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
状
況
下
に
お
け
る

歳
入
の
増
加
策
、
社
会
保

障
費
の
増
加
や
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
等
に
対
す

る
財
政
的
課
題
等
で
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、

「
持
続
可
能
な
財
政
運
営
」

「
施
設
の
管
理
・
運
営
の

最
適
化
」「
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
と
効
率
化
」

の
視
点
で
取
り
組
み
ま
す
。

問　
ご
み
の
有
料
化
の
目

的
で
あ
る
、
排
出
量
に
応

じ
た
負
担
の
公
平
化
に
対

す
る
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

　
ご
み
の
有
料
化
は
、

答

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
最
優
先
課
題
か

本
市
の
行
財
政
改
革
の
課
題
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
廃
止
し
新
た
な
組
織
を

答   

市
の
総
合
計
画
を
貫
く
コ
ン
セ
プ
ト

答   

人
口
減
少
等
に
対
す
る
歳
入
の
増
加
策

答   

各
学
校
の
実
状
に
応
じ
た
対
応
を
支
援

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

原
田
　
俊
広 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉
　
孝
太
郎 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

中
島
　
好
路 

議
員

行  ・ 財  政

支
援
す
る
活
動
を
継
続
し

て
い
く
上
で
、
必
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
に
お
い
て
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
主
体
と
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
に

よ
る
新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
試
行
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
が
、
活
動
に
十

分
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

ま
ら
な
い
時
の
対
応
な
ど

が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
先
進
事
例
を
調

査
研
究
し
、
各
学
校
の
実

状
に
応
じ
た
対
応
と
な
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

答 　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

取
組
は
、
第
７
次
総
合
計

画
の
全
体
を
貫
く
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
位
置
付
け
、

仕
事
づ
く
り
や
快
適
で
住

み
や
す
い
街
づ
く
り
等
を

目
的
と
し
て
推
進
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
健
康
や

福
祉
、
教
育
等
、
様
々
な

分
野
の
課
題
を
先
端
技
術

を
活
用
し
て
解
決
す
る
た

め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

手
話
言
語
条
例
制
定
と

補
聴
器
購
入
補
助
制
度

の
創
設

排
出
量
の
違
い
に
よ
る
負

担
を
公
平
に
す
る
手
法
で

あ
り
、
費
用
負
担
を
い
た

だ
く
こ
と
で
関
心
を
高
め
、

排
出
量
の
抑
制
等
の
ご
み

の
減
量
化
が
期
待
で
き
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
自
主
財
源
の
増
加
の

た
め
の
ネ※

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
事
業
の
検
討
に
当
た
り
、

課
題
を
ど
の
よ
う
に
整
理

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答 　
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
理
解
が
大

切
で
あ
り
、
契
約
金
額
の

妥
当
性
や
導
入
の
時
期
等

に
つ
い
て
整
理
し
て
い
き

ま
す
。

※
Ｐ
Ｔ
Ｏ
と
は

P
aren

t - T
each

er 
O

rganization 

の
略
。「
で

き
る
と
き
に
、
で
き
る
人
が
、

で
き
る
こ
と
を
や
る
」
を
基
本

と
し
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
。

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は

公
共
施
設
の
名
称
（
愛
称
）

を
付
与
す
る
命
名
権
と
、
付
帯

す
る
諸
権
利
の
こ
と
。
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問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
市
民
か
ら
す
る
と
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
や
利

便
性
の
向
上
を
理
解
・
実

感
で
き
な
い
現
状
に
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
認
識
を

伺
い
ま
す
。

答 　
「
除
雪
車
運
行
シ
ス

テ
ム
」「
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
■

でde

ち
ゃ
チ
ャ
ッ
ト
問
い
合
わ

せ
サ
ー
ビ
ス
」「
ゆ
び
ナ

ビ
」
サ
ー
ビ
ス
等
、
多
く

の
市
民
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
民
課
窓
口
で
の

満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、「
ゆ
び
ナ
ビ
」

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
前
後
で
、

利
用
さ
れ
る
方
々
か
ら
の

満
足
度
が
約
６
割
か
ら
約

８
割
へ
上
が
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
市
民
生
活

の
快
適
性
や
利
便
性
が
向

問　
人
口
問
題
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
は
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
本
市
の
課

題
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
性
別
に
よ
る
役
割
分

担
意
識
を
支
持
す
る
割
合

は
、
平
成
19
年
度
調
査
で

は
41
・
７
％
、
平
成
29
年

度
で
は
31
・
８
％
と
減
少

し
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
意
識
の
解
消
が

課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。

問　
子
育
て
相
談
の
内
容

は
、
市
の
施
策
に
ど
の
よ

う
に
反
映
し
て
い
ま
す
か
。

答 　
５
歳
児
発
達
相
談
機

会
の
拡
充
、
家
庭
に
問
題

を
抱
え
る
ケ
ー
ス
の
検
討

や
支
援
、
保
育
所
等
の
利

用
者
負
担
額
の
多
子
軽
減

に
よ
る
経
済
的
支
援
な
ど
、

様
々
な
施
策
に
反
映
さ
せ
、

子
育
て
家
庭
の
支
援
に
努

め
て
い
ま
す
。

問　
定
住
・
二
地
域
居
住

施
策
の
成
果
を
伺
い
ま
す
。

答 　
令
和
３
年
度
ま
で
に

計
１
５
９
世
帯
２
８
２
名

の
方
が
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
課
題
解
決
に
活
躍
し
、

任
期
後
の
定
住
率
も
高
い

た
め
、
多
数
募
集
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

答 　
庁
内
へ
の
協
力
隊
制

度
の
周
知
を
行
い
、
制
度

の
有
効
活
用
が
可
能
な
事

業
を
検
討
し
、
さ
ら
な
る

活
用
を
図
り
ま
す
。

問　
市
が
関
与
す
る
町
内

会
や
各
種
団
体
の
新
た
な

役
員
の
担
い
手
の
養
成
な

ど
、
人
材
育
成
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
考
え
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
多
様
化
・
複
雑
化
す

る
地
域
課
題
の
解
決
の
た

め
に
は
、
地
域
の
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
地
域
課
題

の
解
決
を
推
進
す
る
人
材

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
方

が
地
域
づ
く
り
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
北
会
津

・
河
東
・
湊
地
区
等
で
の

取
組
を
他
地
域
へ
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

問　
消
防
団
な
ど
地
域
の

各
種
団
体
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
現
状
認
識
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
会
員
の
減
少
や
役
員

等
の
固
定
化
、
事
務
局
の

担
い
手
不
足
な
ど
様
々
な

課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る

た
め
、
今
後
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
持
続
可
能
な

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

組
織
の
規
模
、
活
動
内
容

の
見
直
し
や
ス
リ
ム
化
、

事
務
局
機
能
の
支
援
制
度

の
構
築
、
統
廃
合
等
の
組

織
再
編
な
ど
も
含
め
、
各

地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
の
取
組
と
連
携

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
へ
の
取
組
と
課
題
は

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
人
材
育
成
は

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市
民
生
活
向
上
は

答   

子
育
て
家
庭
の
支
援
等
に
努
め
る

答   

課
題
解
決
を
推
進
す
る
人
材
を
創
出

答   

快
適
性
や
利
便
性
が
向
上
し
た

創
風
あ
い
づ

目
黒
　
章
三
郎 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

髙
梨
　
浩 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海
　
基 

議
員

上
し
た
と
実
感
い
た
だ
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
一
層
の

周
知
を
図
り
な
が
ら
、
取

組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
評
価
に
つ
い
て
も
定

量
的
な
把
握
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

教
職
員
の
業
務
負
担
軽

減
と
部
活
動
指
導
員
の

確
保

▽
道
の
駅

▽�

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
推
進

事
業

行  ・ 財  政

待ち時間の短縮等が図られます
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問　
会
津
地
域
自
治
体
広

域
連
携
指
針
の
指
針
９
に

は
、
身
体
的
理
由
等
に
よ

り
情
報
通
信
技
術
を
使
い

こ
な
せ
な
い
住
民
と
使
う

こ
と
が
で
き
る
住
民
と
の

間
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
に

差
が
生
じ
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
あ
り
ま
す
が
、

市
民
間
の
デ
ジ
タ
ル
格
差

の
是
正
に
向
け
た
取
組
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
令
和
４
年
度
は
、
初

心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
等
を
よ
り
多
く
開

催
す
る
な
ど
、
様
々
な
理

由
で
情
報
通
信
技
術
を
利

用
で
き
な
い
市
民
へ
も
配

慮
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機

会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

問　
公
共
施
設
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
が
広
報
広
聴
の
強
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す

が
、
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答 　
現
在
、
公
民
館
８
か

所
を
は
じ
め
、
会
津
図
書

館
や
支
所
等
の
公
共
施
設

にW

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-Fi

を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
も
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、W

i-Fi

の
整
備
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

も
庁
内
及
び
指
定
管
理
者

等
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問　
会
津
地
方
に
は
、
只

見
川
の
豊
か
な
水
量
を
利

用
し
た
水
力
発
電
所
が
数

多
く
あ
り
、
送
電
線
の
空

き
容
量
が
少
な
い
た
め
、

太
陽
光
発
電
な
ど
の
高
圧

電
力
以
上
の
大
容
量
発
電

は
、
送
電
線
へ
の
新
た
な

連
系
が
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
本
市
の
脱
炭
素

を
推
進
す
る
に
当
た
り
、

影
響
が
出
て
く
る
と
考
え

ま
す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答 　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
を
推
進
す
る
上
で
、

少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
国
は
今
後
１
０
０
か

所
の
脱
炭
素
先
行
地
域
で

先
行
的
な
取
組
を
実
行
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

宣
言
し
た
本
市
に
お
い
て

も
、
選
定
に
向
け
て
応
募

す
る
価
値
は
あ
る
と
考
え

ま
す
が
認
識
を
示
し
て
く

だ
さ
い
。

答 　
国
の
積
極
的
な
支
援

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

会
津
若
松
」
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
よ
り
効
率
的

か
つ
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

も
見
え
る
形
で
進
め
て
行

く
た
め
、「
脱
炭
素
先
行

地
域
」
選
定
へ
の
応
募
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　
子
ど
も
を
生
み
育
て

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
多
子
世
帯
へ

の
経
済
的
な
支
援
策
を
拡

充
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 　
出
産
祝
い
金
の
支
給

な
ど
の
経
済
的
支
援
に
つ

い
て
は
、
支
給
額
や
支
給

方
法
等
を
含
め
た
制
度
の

在
り
方
、
効
果
な
ど
を
慎

重
に
検
討
し
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
市
は
、
令
和
３
年
度

行
政
評
価
結
果
報
告
書
に

お
い
て
、
保
育
所
・
認
定

こ
ど
も
園
等
の
利
用
者
負

担
額
に
つ
い
て
、
多
子
軽

減
の
対
象
範
囲
を
18
歳
ま

で
拡
大
し
、
さ
ら
な
る
軽

減
を
検
討
し
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。
多
子
軽
減
の

対
象
拡
大
は
、
多
子
世
帯

の
増
加
に
向
け
、
有
効
な

誘
因
策
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
多
子
軽
減
の
対
象
の

拡
大
に
対
す
る
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答 　
市
で
は
、
保
育
認
定

の
児
童
に
係
る
多
子
軽
減

の
対
象
範
囲
を
、
国
の
基

準
で
あ
る
就
学
前
児
童
か

ら
、
小
学
３
年
生
ま
で
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
負
担
額
の
多
子
軽
減
策

は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

子
育
て
支
援
に
資
す
る
こ

と
か
ら
、
対
象
範
囲
を
含

め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

脱
炭
素
先
行
地
域
の
選
定
に
応
募
を

多
子
世
帯
へ
の
支
援
を
拡
充
す
べ
き

デ
ジ
タ
ル
格
差
を
是
正
す
る
取
組
は

答   

応
募
を
検
討
し
て
い
く

答   

制
度
の
在
り
方
や
効
果
を
慎
重
に
検
討

答   

情
報
通
信
機
器
に
触
れ
る
機
会
を
確
保

創
風
あ
い
づ

村
澤
　
智 

議
員

み
ら
い
の
会

後
藤
　
守
江 

議
員

創
風
あ
い
づ

吉
田
　
恵
三 

議
員

生 活 ・ 環 境

健 康 ・ 福 祉
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
識
は

答   

観
光
振
興
計
画
に
位
置
付
け
取
り
組
む

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

斎
藤
　
基
雄 

議
員

み
ら
い
の
会

大
竹
　
俊
哉 

議
員

公
明
党

奥
脇
　
康
夫 

議
員

問　
国
が
推
奨
し
て
い
る

サ※

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
市
の
観
光
振
興
計
画

の
中
に
位
置
付
け
、
力
を

入
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
基
本
認
識
と
計

画
へ
の
位
置
付
け
に
対
す

る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答 　
本
市
に
お
い
て
も
、

重
要
な
取
組
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
令
和
４
年

度
に
見
直
し
を
予
定
し
て

い
る
観
光
振
興
計
画
に
位

置
付
け
、
経
済
・
社
会
・

環
境
の
好
循
環
に
よ
り
、

魅
力
あ
る
観
光
地
域
の
維

持
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
猪
苗
代
湖
西
岸
の
湊

四
浜
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
中
心
に
位
置

付
け
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

　
湊
四
浜
は
、
本
市
を

答

代
表
す
る
魅
力
的
な
自
然

資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
位
置
付
け
、
自
然
環

境
を
守
り
な
が
ら
、
観
光

資
源
と
し
て
積
極
的
に
活

用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
環
境
保
全
に
お
い
て

は
、
ご
み
処
理
が
重
要
な

問
題
で
す
。
ご
み
の
放
置

な
ど
に
は
厳
し
く
対
処
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
法
令
や
条
例
に
基
づ

く
罰
則
の
対
象
と
な
る
こ

と
を
周
知
す
る
な
ど
、
発

生
防
止
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問　
障
害
者
手
帳
の
更
新

時
に
お
け
る
診
断
書
作
成

料
の
助
成
制
度
を
導
入
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
認

識
を
伺
い
ま
す
。

答 　
医
師
の
意
見
書
等
と

の
整
合
性
を
含
め
、
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

手
帳
を
更
新
す
る
方
の
負

担
軽
減
に
向
け
、
更
新
期

間
の
延
長
や
助
成
制
度
等

に
つ
い
て
、
国
や
県
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

問　
終
末
支
援
に
お
け
る

支
援
の
取
組
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
認
識
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答 　
高
齢
者
の
単
身
世
帯

の
増
加
に
伴
い
、
そ
の
必

要
性
は
今
後
さ
ら
に
高
ま

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
人
に
関

す
る
情
報
の
取
扱
い
等
、

問　
生
活
保
護
受
給
者
の

自
動
車
保
有
に
つ
い
て
の

認
識
、
市
に
お
け
る
受
給

者
の
自
動
車
保
有
状
況
お

よ
び
保
有
を
認
め
た
事
由

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
自
動
車
保
有
に
つ
い

て
は
、
個
別
の
事
情
を
勘

案
し
て
判
断
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

度
末
に
お
け
る
生
活
保
護

受
給
者
の
自
動
車
保
有
台

数
は
23
台
で
す
。
現
段
階

に
お
い
て
は
、
日
常
生
活

の
便
利
に
用
い
ら
れ
る
の

み
で
は
保
有
を
認
め
て
お

ら
ず
、
通
勤
や
子
ど
も
の

送
迎
、
通
院
等
の
事
業
用

と
し
て
、
国
の
基
準
等
に

基
づ
き
、
世
帯
の
状
況
や

地
理
的
条
件
な
ど
、
特
段

の
事
情
を
勘
案
し
、
保
有

を
認
め
て
い
ま
す
。

問　
生
活
保
護
受
給
者
の

自
動
車
保
有
は
、
受
給
者

が
自
立
を
図
る
上
で
大
い

に
有
効
と
考
え
ま
す
が
、

認
識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
自
動
車
は
、
生
活
保

護
受
給
者
の
自
立
に
向
け

て
有
効
と
な
る
場
合
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
は
、
今
後
も
、

生
活
保
護
法
を
は
じ
め
、

国
、
県
の
基
準
等
に
よ
り

対
応
す
る
考
え
で
す
。

生
活
保
護
受
給
者
の
自
動
車
保
有
は

障
害
者
手
帳
更
新
時
の
負
担
軽
減
を

答   

限
定
的
に
認
め
て
い
る

答   

助
成
制
度
等
を
国
や
県
へ
要
望
す
る

整
理
す
べ
き
課
題
も
あ
る

た
め
、
慎
重
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

問　
終
末
支
援
の
相
談
お

よ
び
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構

築
等
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答 　
地
域
福
祉
課
の
生
活

サ
ポ
ー
ト
相
談
窓
口
で
は
、

様
々
な
相
談
対
応
を
行
っ

て
お
り
、
終
末
支
援
に
係

る
相
談
に
つ
い
て
も
、
関

係
部
局
が
連
携
し
、
丁
寧

な
相
談
と
寄
り
添
っ
た
支

援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

健 康 ・ 福 祉

産 業 ・ 経 済

※�

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は

訪
問
客
や
環
境
、
観
光
地
の

需
要
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
や

将
来
の
経
済
、
環
境
等
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
。

持
続
可
能
な
観
光
。
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議

結

果

討
論
・
意
見
書

令
和
４
年
の
観
光
客
入
込
数
の
状
況
は

権
現
堰
地
区
計
画
が
進
ま
な
い
理
由
は

中
心
市
街
地
活
性
化
の
考
え
方
は

答   

５
月
ま
で
の
速
報
値
は
約
44
万
人

答   

準
備
会
が
解
散
し
事
業
実
施
に
至
ら
ず

答   

「
マ
チ
イ
ク
」
を
基
本
理
念
に
策
定

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部
　
認 

議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢
　
隆 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

古
川
　
雄
一 

議
員

問　
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
が
進
む
中
、
第
３
期
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
骨
子
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
基
本
的
な
考

え
方
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
中
心
市
街
地
を
消
費

と
事
業
活
動
の
場
と
し
て

活
性
化
さ
せ
な
が
ら
、
ま

ち
へ
の
愛
着
の
醸
成
を
図

る
こ
と
で
、
持
続
的
に
成

長
、
発
展
す
る
姿
を
目
指

し
、「
マ
チ
イ
ク
」
ま
ち

が
育
ち
、
人
を
育
み
、
未

来
へ
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く

り
を
基
本
理
念
と
し
て
策

定
を
進
め
ま
す
。

問　
第
２
期
計
画
の
反
省

を
第
３
期
計
画
で
は
ど
の

よ
う
に
生
か
す
の
か
伺
い

ま
す
。

答 　
中
心
市
街
地
が
こ
れ

ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割

や
課
題
、
市
民
ニ
ー
ズ
等

を
踏
ま
え
、
市
民
、
事
業

者
、
関
係
団
体
、
行
政
等

が
、
中
心
市
街
地
の
目
指

す
べ
き
姿
を
共
有
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
実
効
性

の
高
い
事
業
の
選
択
と
集

中
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
会
津
若
松
商
工
会
議

所
が
市
に
提
出
し
た
「
街

な
か
再
開
発
構
想
に
つ
い

て
の
提
言
書
」
と
の
関
連

性
を
伺
い
ま
す
。

答 　
市
民
の
貴
重
な
意
見

を
踏
ま
え
た
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問　
３
年
ぶ
り
に
全
国
的

な
移
動
に
係
る
規
制
が
緩

和
さ
れ
た
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
す
が
、

現
在
ま
で
の
市
内
観
光
客

入
込
数
の
把
握
状
況
を
伺

い
ま
す
。

答 　
宿
泊
施
設
や
主
要
な

観
光
施
設
等
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
、
令
和
４
年

１
月
か
ら
５
月
ま
で
は
、

速
報
値
で
約
44
万
人
で
あ

り
、
昨
年
同
時
期
よ
り
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

問　
教
育
旅
行
で
来
訪
予

定
の
実
地
踏
査
数
（
下
見
）

お
よ
び
来
訪
実
績
の
昨
年

度
と
の
比
較
と
、
現
段
階

に
お
け
る
県
内
・
県
外
の

学
校
数
お
よ
び
児
童
・
生

徒
数
の
予
約
状
況
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

　
４
月
か
ら
５
月
ま
で

答

の
県
外
か
ら
の
実
地
踏
査

数
は
、
令
和
３
年
度
が
38

校
、
令
和
４
年
度
が
75
校

で
す
。
来
訪
実
績
は
、
令

和
３
年
度
が
31
校
、
令
和

４
年
度
は
１
８
３
校
で
す
。

ま
た
、
５
月
末
時
点
の
予

約
状
況
に
つ
い
て
は
、
県

内
が
１
２
７
校
で
６
４
５

７
名
、
県
外
が
５
９
９
校

で
４
万
４
９
４
名
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

や
ギ
フ
テ
ッ
ド
教
育
の

現
状
と
課
題

問　
権
現
堰
地
区
計
画
に

よ
る
区
画
整
理
事
業
が
進

ま
な
い
原
因
を
伺
い
ま
す
。

答 　
平
成
６
年
２
月
「
権

現
堰
土
地
区
画
整
理
組
合

設
立
準
備
会
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
が
、
平
成
18
年

２
月
に
解
散
し
た
た
め
事

業
実
施
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

問　
権
現
堰
地
区
の
農
地

は
、
市
街
化
区
域
内
農
地

と
し
て
課
税
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
土
地
所
有
者
に
お

い
て
受
益
は
適
正
に
享
受

さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答 　
平
成
15
年
度
か
ら
市

街
化
区
域
農
地
と
し
て
評

価
し
て
き
ま
し
た
が
、
売

買
価
格
水
準
な
ど
、
資
産

価
値
を
反
映
し
た
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
市
街
化
区
域
か
ら
市

街
化
調
整
区
域
へ
と
変
更

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

土
地
所
有
者
と
協
議
し
早

期
に
負
担
と
受
益
の
整
合

性
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

答 　
権
現
堰
地
区
は
、
地

権
者
の
総
意
に
よ
り
市
街

化
区
域
に
編
入
し
た
経
過

に
あ
り
ま
す
が
、
土
地
利

用
が
進
ま
な
い
現
状
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地

権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た

土
地
利
用
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
農
業
の
振
興
策

建設・都市計画
本市観光のシンボル鶴ケ城
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７
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

８
日
●
議
会
運
営
委
員
会

12
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

　
　
●
政
策
討
論
会
議
会
制
度
検
討
委
員
会

14
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
１
分
科
会

15
日
●
議
会
運
営
委
員
会

19
日
●
４
月
臨
時
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
政
策
討
論
会
第
３
分
科
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
４
分
科
会

　
　
●
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
関
す
る
調
査
会

21
日
●
議
会
運
営
委
員
会

22
日
●
建
設
委
員
会
協
議
会

26
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
政
策
討
論
会
議
会
制
度
検
討
委
員
会

27
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

28
日
●
議
会
運
営
委
員
会　

８
日
●
市
民
と
の
意
見
交
換
会
（
15
地
区
）

　
　
　
～
15
日
ま
で

９
日
●
議
会
運
営
委
員
会

10
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
員
全
員
協
議
会

13
日
●
議
会
運
営
委
員
会

16
日
●
５
月
臨
時
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
議
員
全
員
協
議
会

16
日
●
文
教
厚
生
委
員
会

17
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

23
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
１
分
科
会

24
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

25
日
●
建
設
委
員
会
協
議
会

26
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

27
日
●
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
関
す
る
調
査
会
セ
ミ
ナ
ー

30
日
●
５
月
臨
時
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

31
日
●
政
策
討
論
会
第
３
分
科
会

２
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

７
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

９
日
●
６
月
定
例
会
招
集
日
（
日
程
は
4
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

16
日
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

17
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

20
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
３
分
科
会

22
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

24
日
●
６
月
定
例
会
最
終
本
会
議

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

28
日
●
議
会
運
営
委
員
会

29
日
●
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
関
す
る
調
査
会
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
～
30
日
ま
で

４
月

５
月

６
月

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

建
物
等
の
解
体
撤
去
費
等
の
補
助
を

答   

公
平
性
等
に
配
慮
し
調
査
・
研
究
す
る

夢
ク
ラ
ブ

成
田
　
芳
雄 

議
員

問　
令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
の
空
き
家
等
の
件
数

お
よ
び
空
き
家
等
を
解
消

す
る
た
め
の
対
応
と
成
果

を
伺
い
ま
す
。

答 　
空
き
家
等
は
１
５
８

６
件
あ
り
ま
す
。
平
成
26

年
の
特
別
措
置
法
の
公
布

後
に
空
家
等
対
策
協
議
会

を
設
置
し
、
令
和
３
年
４

月
に
は
第
２
期
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
し
、
利
活

用
対
策
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
成
果
と
し
て
は
、

補
助
制
度
を
活
用
し
た
改

修
な
ど
に
よ
る
利
活
用
の

増
加
や
特
定
空
き
家
を
21

件
認
定
し
、
う
ち
９
件
の

解
消
に
つ
な
げ
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問　
今
後
の
空
き
家
等
の

増
減
に
対
す
る
見
通
し
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
毎
年
約
70
件
の
増
加

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問　
空
き
家
等
や
そ
の
跡

地
を
地
域
資
源
と
し
て
流

通
を
促
す
た
め
、
所
有
者

等
へ
建
物
等
の
解
体
撤
去

等
の
補
助
金
を
交
付
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

答 　
こ
れ
ま
で
、
自
己
負

担
で
解
体
を
行
う
所
有
者

と
の
公
平
性
や
、
老
朽
化

の
著
し
い
建
物
が
支
援
を

受
け
る
た
め
に
放
置
さ
れ

る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、

解
体
へ
の
補
助
は
行
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

は
公
平
性
や
公
正
性
に
配

慮
し
な
が
ら
調
査
・
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。

建設・都市計画
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令和３年度政務活動費の収支状況をお知らせします
令和３年度政務活動費　会派別収支状況（図表１） （単位：円）

　 　 会 派 名
 （構成員数）

項　目

市民クラブ
（4月～6月）

６人
（7月～3月）

５人

フォーラム
会津

（５人）

創風あいづ

（４人）

公明党

（３人）

みらいの会

（３人）

社民
フォーラム

（３人）

日本共産党
会津若松市議団

（２人）

社会民主党
・市民連合

（１人）

夢クラブ　

（１人）

合計
（4月～6月）

28人
（7月～3月）

27人

収　
　
入

会派への当初交付
上半期（４月～９月） 1,155,000 1,050,000 840,000 630,000 630,000 630,000 420,000 210,000 210,000 5,775,000

会派への当初交付
下半期（10月～３月） 1,050,000 1,050,000 840,000 630,000 630,000 630,000 420,000 210,000 210,000 5,670,000

交付額合計（A）
※1 2,205,000 2,100,000 1,680,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 840,000 420,000 420,000 11,445,000

支　
　
出

会
派
で
の
使
途
別
支
出
額

研 究 研 修 費 0 0 84,890 0 0 0 0 0 0 84,890

調 査 旅 費 0 0 0 0 205,340 0 0 0 0 205,340

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 購 入 費 170,640 0 22,516 38,940 11,039 65,249 14,540 8,400 0 331,324

広 報 費 0 557,161 1,165,842 0 388,850 466,730 492,135 126,368 423,169 3,620,255

広 聴 費 0 0 0 0 0 3,500 0 0 0 3,500

人 　 件 　 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 65,262 11,730 105,699 15,495 12,404 127,008 10,477 0 0 348,075

要 望 ・ 陳 情
活 動 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会派での支出額合計
 （B） 235,902 568,891 1,378,947 54,435 617,633 662,487 517,152 134,768 423,169 4,593,384

政務活動費支出額
（C） 235,902 568,891 1,378,947 54,435 617,633 662,487 517,152 134,768 423,169 4,593,384

会 派 負 担 額
（C）−（A）※２ 0 0 0 0 0 0 0 0 3,169 3,169

返 還 額
（A）－（C）※３ 1,969,098 1,531,109 301,053 1,205,565 642,367 597,513 322,848 285,232 0 6,854,785

　　※１　会派への交付額は議員1人当たり月額35,000円。
　　※２　交付額を超える支出については、会派の負担とする。
　　※３　マイナスとなる場合は０円とする。

政務活動費の主な使途基準（図表２）
項     目 内　　    容

研究研修費
研究会および研修会の開催や、他団体が
開催する研究会等への参加に係る経費
（会場費、講師謝金、出席者負担金等）

調 査 旅 費
調査研究活動のために必要な先進地調査
や現地調査に係る経費（交通費、旅費、
宿泊費等）

資料購入費 調査研究活動のために必要な図書、資料
等の購入経費

広　報　費
調査研究活動、議会活動および市の政策
について市民に報告し、広告宣伝するた
めの経費（広報紙・報告書作成経費等）

事　務　費
調査研究活動のために必要な事務経費
（消耗品費、事務機器のリース代、郵券
代等）

政務活動費とは
政務活動費は、市政に関する調査・
研究活動に必要な経費の一部として会
派に交付され、使途基準（図表２）に
基づき支出されています。
収支の内容は毎年度議長に報告し、
残額がある場合は、市に返還すること
になっています。
収支報告書の閲覧を希望される方
は、議会事務局（℡39-1323）まで
お問い合わせください。

政務活動費の会派別収支状況
（図表１）

令和３年度の政務活動費の会派別収
支状況は、図表１のとおりです。
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議　 会　 構　 成
　令和４年５月臨時会において、市議会副議長の選挙、議会運営委員会委員の選任が行われた
ことに伴い、議会構成が変わりましたのでお知らせします。
　また、新庁舎整備に伴い令和４年５月から議場をはじめ議会機能が追手町第二庁舎（旧会津
学鳳高校）に移りましたが、新しい議場配置図は下図のとおりです。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

住
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
て
、
多
様
な
市
民
の

想
い
を
議
会
と
い
う
機
関

の
意
思
と
し
て
市
長
（
執

行
機
関
）
に
提
言
す
る
た

め
、
議
会
や
各
委
員
会
の

調
整
役
と
し
て
、
議
長
を

補
佐
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【議長及び副議長】
　議　長　清川　雅史　

（令和３年８月11日就任）
　副議長　横山　　淳　

（令和４年５月16日就任）

議 長

議場配置図

執行機関
演 壇

事務
局長

発言席奥脇康夫髙橋義人 小畑 　匠後藤守江

内海 　基小倉孝太郎 原田俊広髙梨　 浩

中島好路大山享子 譲矢 　隆丸山さよ子

大竹俊哉 斎藤基雄松崎 　新

横山　 淳清川雅史

吉田恵三村澤　智

長郷潤一郎古川雄一

渡部　 認

戸川稔朗石田典男 目黒章三郎成田芳雄

記者席

傍聴席
傍
聴
者

出
入
口

議会事務局

議会事務局

執行機関

執行機関

執行機関

執行機関

執行機関

執行機関

執行機関

執行機関

市 長 副市長

総務委員会
◎小　倉　孝太郎　　○長　郷　潤一郎
　後 藤 守 江　　　松 崎 　 新
　目　黒　章三郎
　

文教厚生委員会
◎原 田 俊 広※� ○丸　山　さよ子
　髙 橋 義 人　　　奥 脇 　 康 夫
　譲 矢 　 隆　　　古 川 　 雄 一
　横 山 　 淳
※令和４年５月16日　委員長就任

産業経済委員会
◎吉 田 恵 三　　○渡 部 　 認
　小 畑 　 匠　　　大 山 享 子
　斎 藤 基 雄　　　戸 川 稔 朗

◎松 崎 　 新� ○大 竹 俊 哉※

　髙 橋 義 人� 村 澤 　 智　

　小　倉　孝太郎� 古 川 雄 一　

　渡 部 　 認
※令和４年５月16日　副委員長就任

建設委員会
◎成 田 芳 雄　　○髙 梨 　 浩
　内 海 　 基　　　村 澤 　 智
　中 島 好 路　　　大 竹 俊 哉
　石 田 典 男
　

予算決算委員会
◎戸　川　稔　朗　　○丸　山　さよ子

議長を除く全議員（25名）

【常任委員会の構成】
◎委員長　　○副委員長

【議会運営委員会の構成】
◎委員長　　○副委員長
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横山　　淳
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第556回会津若松市議会

４月臨時会

第558回会津若松市議会

５月臨時会

第557回会津若松市議会

５月臨時会

【新型コロナウイルス感染症対策経費】
生活困窮者自立支援金給付事業を可決

【感染症対策経費、新たな財源の確保に伴う経費】
子育て世帯への生活支援特別給付金等を可決

【市議会副議長の選挙、議会運営委員会委員の選任】
副議長に横山 淳議員を選出
議会運営委員会委員に村澤 智議員を選任

令和４年４月19日に開催された臨時会では、新型コロナウイルス感染症に係る対策経費として、3,682万
円の補正予算が提出され審議が行われました。申請受付期間の延長や受給要件緩和の理由などについて質
疑応答がなされましたが、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決されました。

議案等の内容

〇議案第34号　令和４年度会津若松市一般会計補正予算（第１号）� 3,682万円
　【補正の内容】

令和４年５月30日に開催された臨時会では、新型コロナウイルス感染症に係る対策経費や国の交付金を
活用した施設の大規模改修への支援経費として、２億4,809万４千円の補正予算が提出され審議が行われ
ました。子育て世帯生活支援特別給付金における支給対象者、事業の在り方に対する市の認識、地域介護
・福祉空間整備等補助金における補助決定までの経過などについて質疑応答がなされましたが、採決の結
果、全会一致で原案のとおり可決されました。

議案等の内容

〇議案第35号　令和４年度会津若松市一般会計補正予算（第２号）� ２億4,809万４千円
　【補正の内容】

令和４年５月16日に開催された臨時会では、市議会副議長の選挙、議会運営委員会委員の選任が行わ
れました。
〇選挙第１号　会津若松市議会副議長の選挙　【結果】横山　淳

　　　　　　・副議長選挙投票結果　横山　淳　22票、無効　４票
〇選任第１号　会津若松市議会議会運営委員会委員の選任　【結果】村澤　智

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業費（3,682万円）
新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金について、申請受付期間の延長及び支給要件の緩和

による給付件数の増加に対応するための経費。

庁舎管理費（1,992万９千円）
市庁舎における新型コロナウイルス感染症対策の
強化を図るため、アクリルパーテーションや二酸化
炭素濃度測定器等必要な物品の購入に要する経費。

住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費
（3,397万円）
令和４年度に新たに住民税非課税となった世帯

等に対する臨時特別給付金の給付に要する経費。

住民税非課税世帯等光熱費助成事業費
（1,500万円）
昨今のエネルギー価格高騰を踏まえ、住民税非課
税世帯等に対する光熱費支援に要する経費。

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費
（１億7,146万５千円）
食費等の物価高騰等に直面する低所得の子育て

世帯に対する特別給付金の給付に要する経費。

地域介護・福祉空間整備等補助金（773万円）
利用者の熱中症対策等のため、事業者が実施する施設の冷暖房改修費に対する支援に要する経費。

意
見
交
換
会

議
案
等
の
審
査

賛

否
一
覧

審

議

結

果

討
論
・
意
見
書

一
般

質

問

定
例
会
以
外
の

議

会

活

動



問　食農需給マッ
チングサービスへ
の期待と事業実装
対象の考え方は。

答　食農需給マッチングプラット
フォームは、流通の効率化により
生産者の所得向上を目指すもので
あり、農業の魅力向上や就農人口
の増加が期待できるものです。
まずは、既に現行の食農需給マ

ッチングに参加している生産者や
実需者から、食農需給マッチング
プラットフォームを通じた需給マ
ッチングに参加していただく考え
です。

食農

問　会津オンライ
ン診療研究会との
連携についての認
識は。

答　研究会は、世界でも最先端の
素晴らしい取組を行っていると認
識しており、会津地域における医
療課題の解決に向けた連携につい
て、十分検討していきます。

ヘルスケア

問　観光ＤＸ（デジ
タルトランスフォー
メーション）サービ
スを市内の観光事業

者に広める方策は。
答　観光ＤＸサービスの早期実装に
向けて確実にシステムを機能させる
ことが重要であると考えることから、
まずは市やスマートシティＡ

ア イ ク ト

ｉＣＴ
入居企業が数多く受け入れているス
マートシティに関する視察のパッケ
ージ化から取り組みます。観光事業
者には、このようなデジタル技術を
用いた新たな取組を身近で体験して
いただくことを通じて、観光ＤＸサ
ービスに参加したいと思っていただ
けるよう理解を促すことが必要であ
ると認識しています。

観光

問　地域防災計画に
おける本防災サービ
ス事業の位置付けは。
答　地域防災計画に

おける避難対策の取組のなかで、デ
ジタルを活用した防災サービスの効
果的な活用の在り方の検討を進めて
いきます。

防災

問　デジタル地域
通貨サービスを展
開する上での課題
は。

答　マネーロンダリングに対する
懸念から、通貨の安全性をいかに
担保するか、また、今後は行政分
野での利用においても実装する考
えでありますが、通貨の安全性や
確実性をいかに確認して汎用する
かといった課題もあります。デジ
タル地域通貨の安全で確実な運用
に向けては、まだまだ課題が多い
ですが、一日も早いデジタル地域
通貨の流通に向けて、実施主体で
あるスーパーシティＡｉＣＴコン
ソーシアムと協議しながら、一つ
一つ着実に取り組んでいきます。

決済

問　書かない行政
手続ナビの対象手
続の拡大が段階的
である理由は。

答　まずはじめに、転入・転出・
転居に係る各手続について導入し、
その成果を踏まえて、順次、対象
手続きを拡大していきます。国で
は2025年度までに基幹系システ
ムの標準化を順次進める予定であ
り、国のスケジュールに沿って連
携して進めていきます。

行政

議案に対する主な質疑

７月臨時会日程
７月５日（火）
　　　招集日
　　　�本会議（提案理由説明～総括質疑～

委員会付託）
　　　予算決算委員会
　　　予算決算委員会第１分科会
　　６日（水）
　　　予算決算委員会第１分科会
　　８日（金）
　　　予算決算委員会
　　　最終本会議（委員会審査報告～表決）

附帯決議（概要）
議案第48号　令和４年度会津若松市一般会計補正予算（第

５号）にはデジタル田園都市国家構想に関する予算が計上さ
れており、国の交付金を積極的に活用して、当該構想の先行
モデルとして、市民生活における利便性の向上や分野連携に
よる付加価値の創出を図るものである。
予算の執行に当たっては、積算の妥当性を確認するため、

市に提出される補助金交付申請書及び実績報告書を公開する
こと、今後の地域経済の発展のため、更なる横展開として地
元企業との連携を拡充すること、ヘルスケア分野の取組につ
いて会津オンライン診療研究会との関係性を再構築し、連携
を強化すること、以上３点について、十分意を用いるよう執
行機関に強く求めるものである。

問　データ連携基盤（都市ＯＳ）にかかる知的財産の帰属
先及び独占のリスクは。
答　データ連携基盤（都市ＯＳ）の知的財産はアクセンチ
ュア株式会社に帰属しています。データ連携基盤（都市Ｏ
Ｓ）については、国が示す標準化されたシステムを構築し
ていくため、コストをかければ他の事業者が作ったもので
も代替えできないわけではないことから、独占のリスクが
軽減されると考えています。また、１者への依存による弊
害を生まないために、市と一般社団法人ＡｉＣＴコンソー
シアム、公立大学法人会津大学の３者による協定を締結し、
連携しながら運用していく体制をとっています。

データ連携基盤

問　想定外の問題が発生した場合の管理体制は。
答　第一義的には、各サービスの提供事業者の責
任でセキュリティが確保されていくと考えていま
すが、例えば、個人情報の漏えいや通信障害など
が起こった場合の対応については、今後、整理・
確認していかなければならないと考えています。

全体プロジェクト管理
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令和４年７月臨時会の議決結果　　  

会派名　　　
議員名

議案等名

議決結果 反
対:

 
賛
成

市民クラブ フォーラム会津 創風あいづ みらい 社民フォ 共産 公明党 社 夢
髙
橋

　
義
人

小
倉
孝
太
郎

清
川

　
雅
史

戸
川

　
稔
朗

石
田

　
典
男

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

　
雄
一

中
島

　
好
路

渡
部

　
　
認

吉
田

　
恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

目
黒
章
三
郎

小
畑

　
　
匠

後
藤

　
守
江

大
竹

　
俊
哉

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

　
俊
広

斎
藤

　
基
雄

奥
脇

　
康
夫

大
山

　
享
子

譲
矢

　
　
隆

成
田

　
芳
雄

議案第48号　令和４年
度会津若松市一般会計
補正予算（第５号）

原案可決 23：2
　
○　

　
○　

　
－　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

　
●
討

　
●　

　
○　

　
○　

　
○　

　
○　

決議案第２号　議案第
48号令和４年度会津若
松市一般会計補正予算
（第５号）に対する附
帯決議

原案可決 23：2 ○○－○
　
○　 ○○○○○○○○○○○○○○○●●○○○○

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　みらい⇒みらいの会　社民フォ⇒社民フォーラム　共産⇒日本共産党会津若松市議団
　　　　　　　　　　　　　　　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

第560回会津若松市議会

７月臨時会

７月臨時会のあらまし７月臨時会のあらまし
　７月臨時会は、７月５日から８日までの４日間の会期で開かれ、令和４年度一般会計補正予算（第５
号）が提出されました。この議案については、本会議での総括質疑後、予算決算委員会へ付託され、審査
が行われました。最終日の本会議において、賛成多数で原案のとおり可決されました。また、附帯決議が
提出され、賛成多数で可決されました。

７月臨時会に提出された予算（事業費総額８億3,020万円）の内容
【財源として国の推進交付金５億5,346万6千円を活用（補助率2/3）】

分　野 サービス名（事業費） 主な内容

食・農 地産地消促進のための需給マッチングサービス
（5,800万円）

農産物の生産情報と飲食店等の需要を引き合わせ
る。

観　光 産業観光を起点とした観光DX（デジタルトラン
スフォーメーション）サービス	 （9,100万円）

視察や出張で本市を訪れる人を中心に、飲食や宿
泊の情報提供、予約などを一体的に提供する。

決　済 地域課題解決型デジタル地域通貨サービス
（9,850万円）

手数料の低減や即時現金化を可能とするキャッシ
ュレス決済サービスを構築する。

ヘルスケア
医療情報統合によるデータベース構築と閲覧可能
なデータベースを活用した遠隔医療サービス

（１億2,300万円）
電子カルテ等の連携による円滑な診療環境を構築
する。

防　災 位置情報を活用したデジタル防災サービス
（5,650万円）

位置情報による被災者の安否確認や避難誘導を行
う。

行　政 “書かない” 行政手続きナビ	 （7,620万円）本人の同意に基づき、市が持つ住所や氏名などの情報を自動で申請書に記載する。
上記以外に　・データ連携基盤改修及び全体プロジェクト管理経費　３億700万円
　　　　　　・スマートシティへの市民理解を促進するための制度構築や運用等に要する経費　２千万円

議案第48号　令和４年度一般会計補正予算（第５号）	 原田 俊広 議員

反対
　本案については、デジタル田園都市国家構想に関する予算が計上されているが、複数分野データ連携の
促進による共助型スマートシティ推進事業において、サービスを利用する市民の個人情報が連携されるこ
ととなるが、事業推進に当たり、その市民の個人情報をしっかり守る体制的な保障や責任が明確になって
いないことなどから、本案に反対する。
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デジタル田園都市国家構想推進
交付金事業に関する補正予算を可決
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澤　
　
智

副
委
員
長　
髙
橋　
義
人

委　
　
員　
小
畑　
　
匠

　
　
　
　
　
奥
脇　
康
夫

　
　
　
　
　
内
海　
　
基

　
　
　
　
　
小
倉
孝
太
郎

　
　
　
　
　
原
田　
俊
広

　
　
　
　
　
丸
山
さ
よ
子

６
月
定
例
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
備
品
購
入
、
物
価
高
騰

に
対
す
る
消
費
喚
起
お
よ
び

給
付
事
業
等
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
市
民
生
活
向
上
へ
向
け

て
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

奥
脇　
康
夫

▼�

エ
フ
エ
ム
会
津
（
番
組
名
・
市

役
所
情
報
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
議

会
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
放
送
は
、
８
月
30
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼�

点
字
版
広
報
議
会
や
声
の
広
報

議
会
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

９
月
定
例
会
議
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

編
集
後
記

９
月

　
１
日
（
木
）

　
　
開
会
日
（
提
案
理
由
説
明
）

　
５
日
（
月
）

　
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
６
日
（
火
）　

　
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
７
日
（
水
）

　
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
８
日
（
木
）　

　
　
本
会
議
（
総
括
質
疑
）

　
　
予
算
決
算
委
員
会

　
９
日
（
金
）

　
　
総
務
委
員
会
・
産
業
経
済
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
１
・
第
３
分
科
会

　
12
日
（
月
）

　
　
文
教
厚
生
委
員
会
・
建
設
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
２
・
第
４
分
科
会

　
13
日
（
火
）

　
　
総
務
委
員
会
・
産
業
経
済
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
１
・
第
３
分
科
会

　
14
日
（
水
）

　
　
文
教
厚
生
委
員
会
・
建
設
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
２
・
第
４
分
科
会

　
15
日
（
木
）

　
　
総
務
委
員
会
・
産
業
経
済
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
１
・
第
３
分
科
会

　
16
日
（
金
）

　
　
文
教
厚
生
委
員
会
・
建
設
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
２
・
第
４
分
科
会

　
21
日
（
水
）

　
　
予
算
決
算
委
員
会

　
26
日
（
月
）

　
　
最
終
日
（
委
員
会
審
査
報
告
～
表
決
）

※　
な
お
、
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

議会を傍聴して議会を傍聴して
６月13日（月）の市議会定例会（一般質
問）を傍聴された会津北嶺高等学校のお二
人に感想を伺いました！

議会を傍聴する前は、議員の質問に対
して市から具体的な解決策や提案などが
出されると思っていましたが、実際はそ
うでは無く、特に経済支援関係は難しい
問題でした。
保育施設の入所調整については、「令和
５年にはＡＩ入所調整システムを導入す
る」と答えがあり、これで少しでも職員
の業務負担が減ればいいなと思いました。

会津北嶺高等学校３年
山
や ま

本
も と

　宙
そ

音
な

さん

議会を傍聴するのは初めてでしたが、
これを機に市政に対する関心が深まりま
した。今後は、選挙の際に私たちの代表
として市長や市議会議員をしっかりと選
びたいという気持ちになりました。
個人的には、鶴ケ城公園やテニスコー

ト周辺の設備について、市はもう少しち
ゃんと考えてほしいと思いました。

会津北嶺高等学校３年
　　佐

さ さ き

々木　彩
さ や

花
か

さん


